
























ネウストプニ－ (1989, 1991）は， 「インタ｝アクションJ を日本語教育の理論的な支柱とする
ことによって，これからの日本語教育の組み直しを提唱している．接触場面を教育の中心にもつ
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(1）田中（1988），岡崎（1989,1991b），ネウストプニ－ (1982, 1989, 1991）参考のこと．
(2）プロジェクトやタスクを教室の外の現実に求めた報告として文献11,12を参照． また教室場面の部分的
な変更については文献2を参照．























(3）ネウストプニ－ (1981），問中 etal. (1983, 1986），馬瀬 etal. (1989）参考．








U12 Staying in Japan 
1. Family life in Japan 
2. Greeting your host family 
3. A tour of a house 
4. Preparation for visitor session 
5. Visitor session; Finding out about 
domestic life in Japan 
6. Dinner table conversation 
7. Giving and receiving favours 
8. Telephone calls 
9. Followベ1pto visitor session 



















教室にまねいた日本人ピジターは，おもにメルボルンに滞在して 1～3年の 20代後半から 30






る．総学習時間数およそ 140時間で， 1, 2割の学生をのぞいてほとんどが日本人家族の生活につ
いては知らず， もちろんホ｝ムステイの経験もない． また学生の 1割は成人学生だった． なお，
学習者はピジタ｝セッションをそれまでに2回経験していた．

























































<9> Tarone, Cohen and Dumas (1983）は，会話参加者共同による negotiationをコミュニケ｝ション・ス
トラテジ｝と狭く定義しているが，本稿では学習者のビジターセッションに対する態度，評価，問題点の




肯定的評価 (A) 13 (11%) (B) 49 (43%) 62 (54%) 
否定的評価 1 (C) 23 (20%) 24 (21%) 
評価なし 6 (5%) (D) 23 (20%) 29 (25%) 
計（人） 20 95 115 (100%) 



































































伊~ 4 (Class 2) 
125 S15 あのう．ときどきごしゅじんはりょうりをなさいますか．









































































































問題の種類 l学習者｜ ストラテジー 備考

















問題の種類 l学習者｜ ストラテジー 備考
社会言語能力 理解 S15 回避（2例） 蒔蕗
解決の試み（2例） ききかえし
社会文化能力 発話 S16 解決の試み appeal 





評価能力 1学習者｜ 評価点 実際の行動
昔話能力 理 解 S21 聞き取り能力の向上 turn”taking 
S22 開き取り能力の向上 ？ 
発 話 S7 準備しない発話の成功 パラフレ｝ズ
社会言語 マネージ S23 話が発展した 自分の場合について言及
能力 メント S24 会話が自然に流れた 共感，感想、を述べる
参考文献
1. ネウストプニ－， J. V. (1991) 「新しい日本語教育のために」，日本語教育論集 r世界の日本語教育J第
1号，国際交流基金日本語国際センタ〔
2. 一一一一（1982）「外国人とのコミュニケーションJ，岩波新書，岩波書店．
3. 一一一一一（1981) 「外国入場面の研究と日本語教育J, f'日本語教育」 45号．
4. 尾崎明人，ネウストプニー， J.V. (1986) 「インターアクションのための日本語教育ーイマ｝ションの
試みJ, f'日本語教育」 59号．
s. 田中望（1988）「日本語教育の方法J，大修館書店．
6. 問中 etal. (1986) 「外国人の日本語行動J, f'言語生活c!lNo. 418，筑摩書房．
7. 田中 etal. (1983) 「外国人の日本語行動J, f'日本語教育c!l49号．
8. 岡崎敏雄（1989) 「異文化教育としての日本文化の指導ム日本語教育国際シンポジウム・ペ｝パー（南
山大学）．
9. 岡崎敏雄（1991) 「コミュニカティブ・アプロ｝チ 多様化における可能性」， F日本語教育」 73号．
10. 同時敏雄，岡崎降（1990）「日本語教育におけるコミュニカティプ・アフ。ロ｝チJ，凡入社．
1. 馬瀬 etal. (1989) 「外国人の言語行動に関する日本人の意識調査J, f'日本語教育」 67号．
12. 日本語教育研究会資料シリ｝ズ編集委員会編（1989) rコミュニケーション重視の学習活動 1,2c!J, 凡
入社．
13. 伊豆原英子 etal. (1990) 「初級段階での課題達成プログラムJ,f'日本語教育論集J第 1号，名古屋大学
日本語学科．
14. Faerch, C. and G. Kasper. 1983. Plans and strategies in foreign language communi圃
実際使用場面での学習者のインタ｝アクション能力について 127 
cation. In Strategies in interlanguage communication, ed. C. Faerch and G. Kasper. 
New York: Longman. 
15. Tarone, E., A. D. Cohen, and G. Dumas. 1983. A closer look at some interlanguage 
terminology: a framework for communication strategies. In 12 above. 
16. Haastrup, K. and R. Phillipson. 1983. Achievement strategies in learner/ native 
speaker interaction. In 23 below. 
17. Spence岨Brown,R. 1991. Development of new courses at Monash University. In 
Jαtan and the world, Volume 3: 182-85. Proceedings of the Seventh Biennial Confer圃
ence. Canberra. 
18. Muraoka, H. 1991. Interactive competence of learners of Japanese in authentic 
situations: a case study of visitor sessions at Monash University. In 17 above: 150-51. 
19. Neustupnす， J.V. 1989. Strategies for Asiaαnd Japan literacy. Melbourne: Japanese 
Studies Centre. 
20. Ozaki, Akito. 1989. Requests for clar伊cationin conversation between Japanese and non-
Japanese. Canberra: Pacific Linguistics. 
21. Coulthard, M. 1985. An introduction to discourse analysis. London: Longman. 
2. Horwitz, E. K., M. B. Horwitz, and J. Cope. 1986. Foreign language classroom 
anxiety. MLJ, 70-2: 125-32. 
23. Nunan, D. 1990. Action research in the language classroom. In Second language 
teacher education, ed. J. Richards and D. Nunan. New York: Cambridge University Press. 
